
絵本の読み聞かせスキルに関する事例研究
〜人口減少社会における世代間交流促進を目指して〜

＜研究者＞尾﨑司(代表)

東京家政大学ヒューマンライフ支援機構

プロジェクト研究助成費



東京家政大学ヒューマンライフ支援機構

プロジェクト研究助成費

１．研究目的は、絵本の読み聞かせスキルの発達・成長

多世代交流による絵本の読み聞かせ（尾崎ゼミ） 東京都健康長寿医療センター研究所

絵本読み聞かせで、
高齢者は生涯発達
（成長）している
のではないか？

どんなスキルが働くのか
を探究するための
パイロット研究！ 

介護予防
健康増進 ではなく、

発達の観点
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２．研究方法：インタビュー＋図解・説明（KJ法）

・活動家13名を対象に半構造的インタビュー
・ラベルづくり→グループ編成→図解化→叙述化

今回は、60歳代
6名を分析

【基本情報シート】 

・名前、年齢（歳代）、職業歴・社会活動の経験 

・読み聞かせ歴（何年目）、月何回くらい 

・今おこなっている読み聞かせ活動について、お聞かせください。 

・どこで絵本の情報を入手し、絵本を購入していますか？ 

・読み聞かせ活動を通じて、何か得られたことはありますか？ 

【インタビュー項目】 

(1) 現在の読み聞かせ活動について、お聞かせください。 

(2) 読み聞かせ活動を行う前まで、保育の仕事や自分の子どもに読み聞かせ 

をすることはありましたか？  

ある場合は、それはどんな活動ですか？ 違いはありますか？ 

ない場合は、読み聞かせとは関係のない活動前の経験で、何か活かされている 

ことはありますか？ 

 
 
 
(3) 初めて読み聞かせ活動をおこなった時のことについて、お聞かせください。 

初めて活動した時から成長したなと思えるところはありますか？ 

(4) 困った、大変だな、うまくいかないという場面はありましたか？  

ある場合は、それを、どうやって乗り越えましたか？ 今は、どうしてますか？ 

(5) 絵本を読んでいる最中に、子どもの言動に対してアドリブや即興で対応し

たことはありましたか？ 

ある場合は、それをおこなった時について、少し詳しくお聞かせください。 

また、対象（子ども）に対して、何か意識していることはありますか？ 

(6) 読み聞かせをするために、もっと知りたい、もっと学びたいという気持ちや

行動になったことはありますか？  

読み聞かせ活動によって、何か絵本の知識が身についたり、絵本について深掘り

できたりしましたか？ また、ふだん選書は、どのようにしていますか？  

(7) これまで続けてきた中で、読み方や進め方が変わったり、選書の好みや質が

変わったりしたことはありましたか？ 
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明確にスキルとは判別しにくいカテゴリー
 

読むことで精一杯：ただ単に読んだだけ 絵本全体の展開、登場人物の配置、それぞれの役割 

ストーリーに合わせた気持ちをどうクライマックスや会話

に織り込むか 

表現スキル 

 

読み手の人間性・豊かさ・思いは、技術的に読んでも

伝わらない 

人間性 

 

理解スキル 

 

自分がいろいろな本を読み、世界を経験して、その本

を共有して感動する土台が必要 

朗読が基礎 

待つ、間を取る 

忠実に読む方が良いという時期 

読者に体験させるような読みがしたい 

場づくり 

つながる（接続スキル） 

振り返り 

 

見取り（観察学習） 

 

選書（総合的スキル） 

即応力 

 

変化 

 

動機 

 

橋渡し 

 

成長 

 

成長 

 

マッチング 

 
ピタッとくる絵本 

成長 

 

継続 

 

成長 

 

子どもたちに良いものを伝えたい 

子どもの反応 グループの誘い 

失敗 

入り口は単純・安易 

作家・作品を知る 

楽しい情報交換の場 

学習の場（勉強会、講座受講） 

悩む 

 

自分に合う本 

自分に合う絵本が対象者と合うか悩む 

読み場 

 

わざわざ来てくれる うれしい 

家族参加多い 

本当に楽しい場 

ふれあう喜び 交流する楽しさ 

音楽・群読 

一緒にいて、一緒に行く・戻る 物語の中にいて、一緒に楽しむ 

物語の中に入って楽しめる年齢がある 

上手下手ではなく、どれだけ理解して、訴えたいか 

人それぞれでいいと最近思う 

読み手が本の気持ちを咀嚼して、自分の声を感性で伝える 

保育園と読み場、子どもの姿が違う 

保育園の方が反応は分かりやすい 

図書館はやりやすい 読み場の違い 

いろいろな人がいるので、興味わからない 

保護者好意的 

場に応じて、選書を変える 

何冊か用意し、その場で対応 

手探り状態でつかんでいく 

即応的対応 

可能な限り応えていく 

構成が変わらないことが大切 

参加型の引きつけ方、技術 

アドリブ（流す・手の動き・表情） 

参加人数が多い時は、選書に迷う 

司書に協力をお願いする 

入室時にぱっと見て読む絵本を判断 

真剣な聞き手 乳児に対する読み聞かせが一時苦手に 

回数（経験）をこなす 

子どもたちの反応・表情から選書へフィードバック 

その絵本を理解するためにどういう読み方があるか 

自分が感動した、大事にしたいところを確認できる 

自分が読むことで解放される 

読み手の人生経験、感性がギュッとつまったことを、作品で語り、絵で伝える 

 

橋渡し的役割 

想像力が欠如した社会に心地

よい感じを経験してほしい 

絵本の世界を共有し体感する 

選書が一番、難しい 成長は選書に表れる 

なぜ選んだのか？ どう伝えるのか？ 

自分の好きな絵本を選ぶ 

本屋で探す 

絵が好き 

話が分かりやすい 知ってほしい、伝えたい内容 

年齢・発達に応じて 鉄板の絵本 

人とつながって活動 

自分が見つけ温めたものを伝えると反応 

読み手が自分の中で深めたところと聞き手が感動するところが一致した時が最高 

反省の繰り返し、でも、楽しい 

内容・読み方・選書を振り返る 

選書が子どもたちに伝わったかがいつも問われる 

子どもの反応（目・顔・表情・動き）が伝わってくる 

反省しながらリベンジ 

主人公の成長と一緒に自分もそんな体験ができた気がする 

絵本と真摯に向き合う 

自分に対して問いかけられた気がする 

反応をつかむスキル 

他人の読み聞かせを見ながら、絵本と子どものマッチングを覚えておく 

いろいろな人の読み聞かせを聞き、研究する 

絵本の力を借りて、伝える 

つながりの中で自分のやっていることを見つめる 

他人から情報を得る 

 

情報収集（新聞、TV、本屋、図書館） 

 

勉強会は振り返りの場（読み方、物語の

考え方、見せ方、持ち方、疑問等） 

 

自分で勉強する 

読みのコメントが得られる他者 

 
大型絵本は隣町で借りる 

読みにつながる幅広い体験 生活への興味が広がる 

勉強する場と実践する

場は両輪 

読み場、変化、即応力、見取り
→ 《場づくりのスキル》

つながる
→《接続スキル》

「作品のモチーフ（作者の伝えたいこと）
を自らの人生経験のフィルタを通して読み
取り、表現することによって、対象（子ど
も）に自らの伝えたい思いを伝承する楽し
みな活動」 （定義）

地域での絵本の読み聞かせ活動とは、

３．結果と考察
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３．結果と考察

この活動に参画することを通じて、
人は作品を①理解するスキル、②
表現するスキル、③場づくりのス
キル、の３つのスキルを発達させ
る。その３つのスキルをつなぐも
のとして、作品・人・情報とつな
がるために必要なスキルとして
「接続スキル」が発達する
のではないか？（仮説）

仮説生成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

振り返り 

場づくりのスキル 

接続スキル 

読み場 

見取り 

即応力 

（観察学習） 

理解スキル 表現スキル 

選 書 

絵本の読み聞かせ活動 

マッチング（ピタッとくる絵本） 

ふれあう喜び 交流する楽しさ 

橋渡し 

人間性 

絵本の力を借りて 

伝える（願い） 

作家・作品を知る 楽しい情報交換の場 

学習の場（勉強会、講座受講） 

自分の内面を掘り下げる 

人から情報を得る 

 

情報（新聞、TV、本屋、図書館、社会資源

元） 

 

読みのコメントが得られる他者 

 

内容・読み方・選書を振り返る 

選書が子どもたちに伝わったかがいつも問われる 子どもの反応（目・顔・表情・動き）が伝わってくる 

反応をつかむスキル 

場に応じて、選書を変える 

手探り状態でつかんでいく 

アドリブ（流す・手の動き・表情） 

絵本全体の展開、登場人物の配置、それぞれの役割 

待つ、間を取る 

読者に体験させるような読みがしたい 

参加型の引きつけ方、技術 

その絵本を理解するためにどういう読み方があるか 

保育園と読み場、子どもの姿が違う 

何冊か用意し、その場で対応 

司書に協力をお願いする 

わざわざ来てくれる うれしい 家族参加多い 

本当に楽しい場 保護者好意的 

自分に合う本 

子どもたちの反応・表情から選書へフィードバック 

選書が一番、難しい 

成長は選書に表れる 

なぜ選んだのか？ どう伝えるのか？ 

自分の好きな絵本を選ぶ 

知ってほしい、伝えたい内容 年齢・発達に応じて 

絵が好き 

ストーリーに合わせた気持ちをどうクライマックスや会話に織り込むか 

一緒にいて、一緒に行く・戻る 物語の中にいて、一緒に楽しむ 

物語の中に入って楽しめる年齢がある 

上手下手ではなく、どれだけ理解して、訴えたいか 

読み手が本の気持ちを咀嚼して、自分の声を感性で伝える 

他人の読み聞かせを見ながら、絵本と子どものマッチングを覚えておく 

いろいろな人の読み聞かせを聞き、研究する 

想像力が欠如した社会に心地よい感じを経験してほしい 

絵本の世界を共有し体感する 

読み手の人間性・豊かさ・思いは、技術的に読んでも伝わらない 

自分がいろいろな本を読み、世界を経験して、その本を共有して

感動する土台が必要 

読み手の人生経験、感性がギュッとつまったことを、作品で語り、絵で伝える 

 

読み手が自分の中で深めたところと聞き手が感動するところが一致した時が最高 

つながりの中で自分のやっていることを見つめる 

子どもたちに良いものを伝えたい 

《スキルの構造化》
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４．今後の課題と展望：概念を深め、変動性に着目

◎今後は60歳代前後の年齢層との⽐較をおこない、「接続ス
キル」に着⽬し継続的に研究を進めていきます。
⽣涯発達のプロセスを考える上で、この「接続スキル」を発
達させることで、⼈とのつながりや豊かさを感受することが
促進されるのではないでしょうか。
◎地域における読み聞かせ活動において特徴的な「場づく
り」に関して、「変動性」と「課題」のある環境や状況に関
連するスキルの向上・獲得に着⽬し、このような要素を促進
するような⽀援内容・プログラム構成を考えていきたい。


